





















Gustav Roth, Bhikṣuṇīvinaya, Including Bhikṣuṇī-prakīrṇaka and a summary 
of the Bhikṣu-prakīrṇaka of the Ārya-mahāsāṃghika- lokottaravādin, 
Tibetan Sanskrit Works Series vol.XII, Second edition, Patna, 2005. 
本翻訳は Rothエディションの§§48-88を対象とする。 
段落冒頭の数字は Rothのエディションの段落番号を表す。 
［ ］ 語句等を補った箇所。 

































                                               
1 T1425_472c21-25. 
2 utsahantyā. BhīV §50, 64では「utsahantīya」 
3 T1425_472c24-25:欽婆羅衣欽婆羅衣㲲衣芻摩衣倶舍耶衣舍那衣麻衣躯牟提衣 
4 T1425_472c25-29. 

















                                               
6 pakṣikā-nimantraṇā. ここでは複合語でなく pakṣikāと nimantraṇāに分ける。pakṣikā. 
P pakkhika(-bhatta), A meal offered by a lay-devotee on the 14th, 15th, 5th or 8th of every 
fortnight(pakkha). Cf. DEBMT p.127. 「半月食」平川 [2000c:53]  nimantraṇā. P 
nimantana, A direct invitation for a meal by a layman to a monk. Cf. DEBMT p.120. 
7 upoṣadhikā. P. uposathika-bhatta. ‘A meal offered on the Uposatha day by a layman who 
has observed the ‘Eight Precepts’ on this day.’ Cf. DEBMT p.54. 布薩の日に提供される
食事。「布薩食」平川[2000c:53] 
8  śalākā-bhaktam. P. salākābhatta. ‘A meal allotted by Sangha by the method of 
tickets(Salākā).’ Cf. DEBMT.p.229. 「くじ（salākā）」で選ばれた者が食べられる。漢
訳では「行籌食」が使われる。Cf. 平川[2000c:53] また，「śalākā（籌）」について
は，法苑珠林「籌(chu)」の項，および Hubert Dutt, The Counting stick (śalākā) and the 
Majority/Minority Rule in the Buddhist Community, 印佛研 23-1, pp.470-464. 
9 T1425_472c29-473a3. 
10 pūti-mūtraṃ.「陳棄薬」（putimuttabhesajja, pūtimūtrabhaiṣajya）のこと。BHSDに
は「pūti-mukta」を項目としてあげる。 Mvy 9435. また，平川博士によれば，「こ
れは牛の尿である。・・・おそらくこれは毒虫に咬まれたときや，消毒に使われた
のであろう」平川[2000c: 475] 



































































                                               
12 daśa-baddhena gaṇena. Cf. T1425_473a19: 和合僧十衆. Hirakawa[1982:67] は漢訳の





































                                                                                                            


































                                               












６２．許可を与える者によって許可されたか。  ― はい。 
 あなたの女教師は要請されたか。 ― はい。 
 あなたの鉢と衣は用意されたか。 ― はい。 
 学ぶべきことを教えられたか。 ― はい。 
 学ぶべきことを修了したか。 ― はい。 
 同意があるか。 ― はい。 
 比丘尼たちによって清められたか。 ― はい。 
 母親殺しではないか。 ― 違います。 
 阿羅漢殺しではないか。 ― 違います。 
 僧団の分裂［を企てる者］ではないか。 ― 違います。 
 悪心をもって如来から血を流させる者ではないか。 ― 違います。 
 一方，世尊，如来，阿羅漢，正しい覚りを得た者が涅槃に入られてから
久しい。 
 比丘を誘惑するものではないか。 ― 違います。 
 賊住の者ではないか。 ― 違います。 
 異端説に宗旨変えするものではないか。 ― 違います。 
 奴隷女ではないか。 ― 違います。 
 捨て子ではないか。 ― 違います。 
 負債を負っている者ではないか。 ― 違います。 
 王の女兵士ではないか。 ― 違います。 






















































































































































                                                                                                            
18 yasārthāya. yasyārthāyaと考えて読む。 
19 pāriveṇika. 『摩訶僧祇律』巻 30より訳を取る。BhīV p.51 §68-1. parivena “a hermit’s 
cell”.  I suggest to translate pāriveṇikā “rules of discipline which have to be observed by 
those who live in a hermit’s cell, i.e. monastic rules”. 
20 pārājikā dharmāḥ. 波羅夷法 「仏音は parājita（征服された）と解している。悪魔
との戦いに征服され，悪との戦いに征服され，あるいは覚りへの努力において打ち
負かされたという意味である」平川[2000b:276] 
21 saṃghātiśeṣā dharmāḥ.  僧伽婆尸沙 「僧残罪については，パーリとサンスクリ
ットでは用語が異なる。パーリ語では saṅghādisesaと綴る。…漢訳の「僧伽婆尸沙」
は saṃghāvaśeṣaを音訳したものと見うる訳である。…義浄の「阿伐尸沙」の原語が







いう意味である」 Cf. 平川[2000b:285]  
22 niḥsargika-pācittikā dharmāḥ. 尼薩耆波夜提 「『尼薩耆波夜提』の『尼薩耆』の
部分については，語義に関するかぎり，漢巴は一致しており問題はない。『捨堕』























                                                                                                            
 「「摩訶僧祇律」には「波夜提とは，能く悪道に堕し，開罪・現罪・挙罪・施設
罪の名なり」とある。ここにも「堕」の意味が示されている。しかし「開罪」以下
の意味は明らかではない」 Cf. 平川[2000b:297] 
BhīV p.51 §68-2. The 141 pācittika-dharma are missing which should have been mentioned 
here. にもあるように「摩訶僧祇律」巻 30（大正蔵 22）p.473a 
23 Rothが註においても言及しているとおり，「141 pācittika-dharma（百四十一波夜
提）」を欠いている。Cf. BhīV §68 fn.2 
24 prātideśikā dharmāḥ. 波羅提提舎尼法 「これは受けてはならない食物を受けた場
合に陥る罪であり，波逸提罪より軽い罪である」 Cf. 平川[2000b:303] 
25 śekhiyā dharmāḥ. 衆学法 「衆学法には，たんに『学べ』と命令があるだけで，罰
則が示されていない」 Cf. 平川[2000b:269] 




これがいかなる罪に当たるかは不明である」 Cf. 平川[2000b:269] 
27 直前に述べられる四沙門法（catur-śramaṇakāraka-dharma）のことを示すと考えら
れる。この四沙門法については，Härtel [1956:91-92]。 
ākruṣṭāya na pratyākroṣitavyaṃ roṣitāya na pratiroṣitavyaṃ | 



















                                               
28 七仏通誡偈 
Udānavarga by Franz Bernhard, p.651参照，中村元訳「感興の言葉」§28-1 
Uv_28.1ab: sarva.pāpasya.akaraṇam.kuśalasya.upasampadaḥ / 
Uv_28.1cd: sva.citta.paryavadanam.etad.buddhasya.śāsanam // 
Dhammapada PTS p.28 
Sabbapāpassa akaraṇaṃ kusalassa upasampadā 183 
Sacittapariyodapanaṃ etaṃ buddhāna sāsanaṃ. 
29 T1425_474a3- 
30 dharmadinnā. T1425_474a3: 法預比丘尼. Yao[2015]においてダルマディンナー比丘
尼について詳細に検討されている。 
Dharmadinnā比丘尼の偈が Therīgāthāの中にある。 
Itthaṃ sudaṃ dhammadinnā therī gāthaṃ abhāsitthā'ti.  
Dhammadinnātherīgāthā. 1. 13 
13. Karotha buddhasāsanaṃ yaṃ katvā nānutappati,  
Khippaṃ pādāni dhovitvā ekamante nisīdathāti. 
31 apraśarkena. T1425_474a4: 菴婆羅離車童子。BhīV p.52, fn.§70-1. Reading of the name 
is sure, but it may be a distortion of Apararsaka an appellativum which would be more in 

































                                               
32 T1425_474a11-12: 使受具足。  





























































                                               
34 me. Cf. BhīV p.55, fn. §77-3. We would expect plural here. It is however, likely that each 
candidate has to say these particular formulas by herself. 
35 tasyā. BhīV p.55, fn. §78-1: In this context , mama is to be expected instead of tasyā. 
36 tasmā (syād). BhīV p.55, fn. §78-2: It could also be read tasyā but it is doubtful if the one 

































































































                                               
37 第三敬法. Cf. T1425_474c2-18. 『摩訶僧祇律』はこの敬法を「説罪」とする。 
38 bhikṣūhi. BhīV §13. bhikṣuṣu. 






























                                               
40 nā-m-api. m-sandhi consonant. 
41 漢訳では「若親里者得軟語諌不得呵責」とする。T1425_474c04-05. 
42 漢訳には年老いている場合の記述を欠く。 
43 maṇḍala-dvāram. Cf. BhīV p.59. §85,fn.5; maṇḍala in maṇḍala-dvāra appears to be the 
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